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■ テーマ名
英語オーラル・コミュニケーション力の基礎を鍛える「Shadowing Saver」の開発
■ キーワード
シャドーイング、英語リスニング、音声模倣

■ 研究の概要
　シャドーイングとは、聞こえてきた音をそのまま、
追いかけるようにして声に出す訓練です。お手本の音
声を聞き取る力と模倣する力を駆使するこのトレーニ
ングを続けていると、特にリスニング力が飛躍的に伸
びることが実証されています。しかし、シャドーイン
グトレーニング中に、自分がどのくらい音声を聞き取
ることができていて、どのくらい正確に伝わる発音で
話せているかを知ることは難しいものです。さらに、
どのような場面でどのようなリズムやイントネーショ
ンが使われるのかという韻律的な音声制御は、規則と
して学ぶよりも耳と口で実感しながら「体にしみ込ま
せる」方が効率的です。
　そこで、利用者が自分のリスニング力や音声模倣力を視覚・聴覚の両面から把握できるように
トレーニング中の音声を録音しスコアを計測する「Shadowing Saver」というオンライントレー
ニングサイトを、東京大学大学院工学系研究科と共同で開発しました。

■ 他の研究／技術との相違点
　一般的に、シャドーイングを用いたトレーニングでは、お手本となる音声は提示されますが、
その音声をどれほどシャドーイングできているかを、英語学習者が正確に知ることはできませ
ん。「Shadowing Saver」では、モデル音声と、シャドーイング、スクリプト・シャドーイン
グ（シンクロ・リーディング）、カラオケ・シャドーイングなどの音声を PPG-DTW（Phonetic 
Posteriorgram-Dynamic Time Warping）という手法を用いて比較し、利用者の聞き取り力や音
声模倣力を数値化することに成功しました。特に、提示音声のどこでどのくらい聞き取りが崩れ
たのかを（脳計測などを行わずに）時系列として定量化したのは世界初の成果です。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　現在、2024 年度からの実用化に向けて、Shadowing Saver を改良中です。改良版は、一般の
教員が教育現場の事情に合わせた音源を用いて複数のタスクを設定できるオーサリングツールと
して一般公開する予定です。
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■ 研究者から一言
　将来的には、世界各地域の英語学習者がお互いの音声をシャドーイングしあう「シャドーイン
グコミュニティ」をオンラインで構築したいと考えています。そのため、2022 年度から、スペイン・
韓国・カンボジア・アメリカなどでの講演やワークショップ・研究発表を通して、ネットワーク
づくりを試みています。
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